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い。しかし，“at night”と「夜」には at が用いられ，そして，「夜」より









































　Wierzbicka は，“in the morning”とは違い，night が無冠詞であること




 （1）　But at night-time people usually sleep, or at least relax after 
work, and they are not similarly attentive to the progress of 
time; in fact, night-time is a time when people largely stop mon-
itoring the progress of time. （p.439）
　たしかに，evening と night の違いを考えれば，彼女の説には説得力があ
る。たとえば，（2a）は会話の開始を示す挨拶のことばとなるが，（2b）は，
通常，会話の終了を示し，そこで会話という活動が打ち切られる。night は，
morning や evening と違い，私達がその経過を追うことのない，いわば止
まった時間なのだ。







 （3）　a. In the night, I heard a strange noise.
　　　b. *At the night, I heard a strange noise.












これは，month や week が day という部分からなるが，Thursday のような
曜日はそのような部分を持たないからだと，Wierzbicka は言う（p.443）。

















 （4）　a. There is a postcard in the book.







　以上が，at/in/on の時間的用法に対する Wierzbicka の見解である。簡
単にまとめると次のようになる。

























なる対象を認知するからだ。他方，（4b）の“a postcard on the book”に
ついて Wierzbicka は，“a postcard”が視認できるかどうかを問題にして
いる。それでは，図と地を混同したことになる。“on Thursday”に関する
議論をするのなら，“on the book”のところが問題となるべきはずだ。


















 （6）　in is used especially when the Landmark represents a time 
which is long enough for us to be able to think of it as a frame 
or space that something can be in, e.g.,  or even . When 
we are thinking instead of points in time, we use AT. In interme-
diate cases （a day or a section of a day such as morning） we can 
use either ON or IN depending on our perspective, although it is 
also true that certain expressions are rather ﬁxed by convention.





use either ON or IN depending on our perspective”や“although it is also 










係を明確にする必要がある。そこで，3.1 節では，Quirk et al.（1985）の次
元にもとづく整理を取り上げ，この見方の不備を修正することで at/in/on
の空間用法における対立関係について理解を深めたい。さらに，3.2 節では，
Horn の語用論的分業の概念を導入し，３者の対立構造と on のもつ意味合
いを明らかにしよう。
3. 1 Quirk et al.（1985）の次元にもとづく整理
　Quirk et al. は，英語の空間用法を表す前置詞の関係性を示すために，図
１のように，前置詞を次元ごとに分類した。
　at/in/on を０次元，１＋２次元，そして２＋３次元にそれぞれ分類して，
表の中心に据える。そして，これらに対応した否定的意味を持つ away from, 
off, out of を加え，合計６種類とする。さらには，これら６つを到着点とす












 （7）　a. To subscribe, simply ﬁll in this box with your email address.





on(to) on off off








DIMENSION-TYPE 1 or 2
(line or surface)























３者が表す空間配置は図２のように描き直すことができる。上段が３次元的DW : ０次元 RQ : １+２次元 LQ : ３次元
図２：at /on / in が表す空間配置
（ 147 ）
な作図を行ったもので，下段は２次元的な簡略図である。






　at/in/on を次元という概念でとらえると，０次元の at から，１・２次元





残るものの，at → on → in の序列化に大小のスケールを感覚的には違和感































　at は，その点，非常にわかりやすい。対象 A と対象 B が０次元の点で一
致することを表す。in も同様にわかりやすい。空間を内外で仕切る「容れ
物」という構造物は３次元的空間を必要とする。つまり，空間配置として非



























































る必要がある。つまり，on の時間的用法は at や in とセットで拡張される



























































が，「曜日」や「日にち」を表す on の用法なのである。そこで，図４の a
と c のように，線や面への接触という関係性に，「曜日」や「日にち」が内
在する図と地の関係を単純に加えてみた。




らわす at/in/on の３者のなかから選ぶなら，on でなければならないので
ある。
　最後に，on が担うほかの時間的な用法と「曜日・日にち」の用法と比較




 （9）　a. cash on delivery
　　　b. video on demand
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